
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

公民館だより 第４９４号 

令和 6年 1月 9日 

発 行 中川地区公民館 

℡.Fax：６７９－２５０１ 
 

スポーツ麻雀愛好会  
     （木曜日） 
     （土曜日） 
             
 

 

1/18 
1/13、27 
 

 

1/4(木) 
 
1/5(金) 
1/9(火) 
 
1/10(水) 
 
1/12(金) 
1/13(土) 
1/16(火) 
1/19(金) 
1/23(火) 
1/26(金) 

仕事始め   
市民新年祝賀会 
会長会・公民館運営協議会 
市報・館報  
中川地区新年祝賀会 
粋いき俱楽部（職員不在時間あり） 
福祉村だより編集委員会 
パソコンクラブ 
市少年少女ミニバスケットボール大会 
そば打ち教室 
出前スポーツ教室「足腰元気体操」 
一般講座「美味しいコーヒーの淹れ方教室」 
雪と遊ぶ会 

 
 
 

1/9、16、23 
 
1/4、11、18、25 
 

 

詩吟教室 （火曜日）   
ラージピンポン愛好会 

（木曜日）   

 

 

市報・館報 
予算審議会・三者会・会長会 
笑いと健康のつどい 
出前スポーツ教室「ヨガ＆リンパケア」 
そば打ち教室 
パソコンクラブ 
子ども会育成会反省会 
主事部・体育部反省会 
一般講座（館外講座）「芸術鑑賞」 
粋いき俱楽部（職員不在時間あり） 
 

2/1(木) 
2/2(金) 
2/3(土) 
2/9(金) 
2/13(火) 
2/16(金) 
 
2/17(土)  
2/20(火) 
2/27(金) 
 

1 月・2 月 行事予定 

～新年のご挨拶～ 
 明けましておめでとうございます。 

  皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

昨年も、皆様のご理解とご協力により、多くの事業を開催することができ

ました。中でも、６年ぶりの福祉村大運動会を開催できたこと大変嬉しく、

そして心より感謝申し上げます。 

令和 6年も多くの方より公民館に足を運んでいただけるよう、公民館職員

一同一生懸命努力して参りますので、変わらぬご支援ご協力をお願い申し上

げるとともに、皆様のご健康とご多幸を祈念し、新年の挨拶と致します。                       

                                  
  

 

館 長       山田 君夫 

事務長      酒井 昭孝 

地域活動推進員  柏倉 美穂 

地域活動推進員  三瓶 良子 

 

 

令和 6年吉日 



11 月 22 日（水）、防犯協会中川支部研修会が開催さ

れ、上山警察署地域課の太田巡査部長から、上山市内及び

中川地区内における犯罪の発生状況などについてお伺い

した後、市内でも被害が発生している特殊詐欺対策につ

いて、実演を交えて詳しく講演をいただきました。電話や

ＳＮＳなどで、公的機関などを名乗って個人に連絡があ

るものは、ほとんどが詐欺案件です。不審な連絡があった

時は、まず身近な人に相談しましょう。また、固定電話は

留守電に設定しておくことや「やまがた 110 ネットワー

ク」に登録して詐欺などの犯罪の発生状況を知っておく

ことも有効な対策です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 19 日（金） 足腰元気体操 10 時～11 時 

中川地区公民館 ２月 9 日（金） ヨガ＆リンパケア 

参加者募集 
下記を予定しております。 

日 時： ２月 20日（火）９時頃～16 時 30分頃 

内 容： 館外講座「芸術鑑賞」 

（映画鑑賞、山形郷土館文翔館見学、昼食付き）  

※２月１日（木）の館報にて、募集いたします。 

先着 20 名です。お問合せは、２月１日（木）より 

お願いいたします。 

 

 

お申込み・お問合せ：中川地区公民館（☏679-2501） 

 11 月 27 日（月）、会員 23 名の参加で 

グラウンド・ゴルフ愛好会反省会が行われま

した。一人ずつ感想を言っていただき、「楽し

くプレーをする事が出来た。」「皆さんと会う

事が嬉しい。」「生きがいになっている。」「来

年も頑張ります。」という言葉が多く、楽しい

時間となっていることが伝わってきました。

来年度も笑顔いっぱいで楽しい時間を過ご

し、賞を目指して練習していきましょう！！ 

 

11 月 28 日（火）に公民館運営協議会で長井市致芳コミュニティセンターへ視

察研修に行ってきました。致芳地区は約千世帯と当地区より約２百世帯多い地区で

す。平成 30 年度に公民館からコミュニティセンターに移行の際、中学生からお年

寄りまで多くの地区民が参加し、今後地区が目指す方向性を２年に渡り議論し「致

芳地区地域づくり計画書」にまとめ、その実現に向けた事業を展開しています。地

域交流や産業振興等５つの部会を設け、そこに若手からベテランの方など多くの住

民が参加し、多彩な事業を企画、実施していました。職員の皆さんのお話に地域づ

くりに関する熱い想いを感じつつ、今後の公民館運営の参考にできればと思います。 

 

日 時：２月 3 日（土）13 時 30 分～15 時頃 
場 所：中川地区公民館 集会室 

入場料：無料 

対 象：中川地区民   

定 員：80名程度 

持ち物：内履き、飲み物 

 スノーフラッグ、  
宝探しゲームで遊ぼう！  

 

 

日 時：1 月 26 日（金）      19 時～21 時頃 

場 所：中川地区公民館 広場 

対 象：中川地区の小学１年生～６年生 

参加料：無料 

持ち物：雪遊びができる服装・飲み物・タオル 

    内ズック（天候により内容変更の時使用） 

※詳細は、小学校配布チラシをご覧ください。 

 

 

落語を聞いて大いに笑って、 
健康と元気を手に入れよう！ 

 

若干名空きがありますので、ぜひお申込み下さい。 

詳細は、公民館までお問合せ下さい。 

●２月一般講座の予告● 

 

※詳細は、地区回覧チラシを
ご覧ください。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

【一般講座】  

12月16日（土）、「しめ飾り作り」が開催され

ました。齋藤晃一さん（薄沢）、齋藤吉博さん（薄

沢）の指導のもと、「飾り作り」「縄ない」「飾り付

け」等を悪戦苦闘しながらも、皆さんみごとにしめ

飾りを完成させていました。一生懸命思いを込めて

作ったしめ飾りは、きっと多くの幸を連れて来てく

れる事でしょう。令和６年も健康で幸多き年であり

ますように・・・👏 

出前スポーツ教室    
12月12日（火）、出前スポーツ教室１回目「カロ

ーリング」が開催され、３チームに分かれて対戦しま

した。ジェットローラー（車輪のついた円盤）を滑ら

せ、的の中の得点を狙う競技ですが、皆さん久しぶり

で、最初は慎重になりすぎて届かず、逆に力が入ると

行き過ぎて、狙いすぎるととんでもない方向に進み、

終始笑い声の絶えない楽しい時間となりました♪ 

12月5日（火）に各地区会長さんはじめ、多くの

ボランティアの皆さんのご協力により公民館の大掃除

が行われました。寒い中での作業となりましたが、内

外からのガラス磨き、床の拭き掃除にワックス掛けな

ど職員だけでは手の届かないところまできれいにして

下さり、おかげ様で、清々しく新年を迎えることが出

来ました。令和5年もたくさんの方々に支えられた

一年でした。皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

実習室（調理室）の改修工事が完了し、バリア  

フリーの床や調理台、コンロも新しくなり、とても

綺麗になりました。今までよりも使いやすくなりま

したので、皆様のご利用をお待ちしております。  

使用料に関しましては、公民館までお問合せ下さい。 

12月22日（金）、一般講座「お正月用フラ

ワーアレンジメント教室」が開催され、たくさ

んの方に来ていただきました。若松や南天、だ

んご木の飾りがお正月らしさを引き立て、豪華

な仕上がりになり、素敵な作品が出来ました！ 

 

12 月 4 日（月）、中川地区食生活改善推進協議会

主催「地区健康教室」が開催されました。健康推進課

の伊藤保健師より「健康診断の結果の見方と気を付け

たいポイント」のテーマで、結果の見方、高血圧・メ

タボ・脂質異常症に対する食事の取り方や、簡単な運

動など今すぐ実践できることを教えていただきまし

た。健康診断を受けて自分の健康状態を知り、毎日少

しずつの心がけで健康を手に入れましょう！！ 

 

しめ飾り作り

体験スポーツ講座    
12 月 19 日（火）、「トランポビクス体験会」が開

催されました。軽快な音楽に合わせ、一人用のトラン

ポリンを使ってウォーキングやストレッチをして、無

理なく楽しく体をほぐすことができます。バランスを

とりながらエクササイズするので、自然と筋力も鍛え

られ、終わる頃には体がポカポカになりました。 



 
 

 
 

    

 お
ら
ほ
の
中
川 

〈
地
域
の
話
題
シ
リ
ー
ズ 

第
百
八
十
三
弾
〉 

 
「
昭
和
考
、問
わ
ず
語
り 

（
そ
の 

  

）
」  

 

甲
石
地
区 

髙
橋 

正
之 

（写真①） 

日
本
陸
軍
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
六
月
「
満
蒙
問
題

解
決
方
針
の
大
綱
」
を
決
定
し
、
満
蒙
領
有
方
針
を
推
し
進
め
よ

う
と
し
ま
す
が
、
昭
和
天
皇
か
ら
南
陸
軍
大
臣
に
再
三
に
わ
た

り
「
軍
規
の
厳
正
」
が
下
命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
着
手
の
延
期
に

心
変
わ
り
し
、
そ
の
説
得
の
た
め
建
川
作
戦
部
長
を
関
東
軍
に

派
遣
し
ま
す
。 

 

本
稿
は
、
関
東
軍
の
建
川
作
戦
部
長
対
応
と
満
鉄
柳
条
湖
爆

破
事
件
の
勃
発
に
つ
い
て
記
述
し
ま
す
。 

  

〈
関
東
軍
が
迷
っ
た
あ
げ
く
、
一
時
中
止
を
決
定
〉 

東
京
に
い
た
参
謀
本
部
の
ロ
シ
ア
班
長
・
橋
本
欣
五
郎
中 

佐
は
、
関
東
軍
司
令
部
に
「
事
暴
か
れ
た
り
、
た
だ
ち
に
決
行 

す
べ
し
」「
建
川
奉
天
着
前
に
決
行
す
べ
し
」「
内
地
は
心
配
に 

及
ば
ん
、
決
行
す
べ
し
」
と
い
う
三
本
の
電
報
を
、
も
ち
ろ
ん 

暗
号
で
打
ち
ま
す
。 

受
け
取
っ
た
関
東
軍
司
令
部
は
、
決
断
に
迫
ら
れ
ま
す
。 

軍
司
令
官
、
参
謀
長
た
ち
主
な
幹
部
は
、
司
令
部
の
あ
る
旅 

順
に
い
て
、
奉
天
に
い
た
の
は
板
垣
征
四
郎
、
石
原
莞
爾
、
特 

務
機
関
・
花
谷
正
少
佐
、
憲
兵
分
隊
長
・
三
谷
清
少
佐
、
駐
在 

分
隊
長
・
今
田
新
太
郎
太
尉
ら
で
し
た
。
建
川
が
奉
天
に
止
め 

に
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
密
会
し
、
来
る
前
に
や
ろ
う
か
、 

そ
れ
と
も
話
を
聞
い
て
か
ら
決
め
る
か
、
ず
い
ぶ
ん
も
め
た 

が
、
決
行
か
中
止
か
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

九
月
一
七
日
夜
、
板
垣
以
下
の
メ
ン
バ
ー
が
も
う
一
度
集 

ま
っ
て
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
改
め
て
議
論
を
や
っ
た
結
果
、 

「
午
後
九
時
半
よ
り
機
関
に
て
会
議
。
建
川
来
る
秘
電
あ
り
。 

午
前
三
時
ま
で
議
論
の
結
果
、
中
止
に
一
決
」（
石
原
莞
爾
の 

日
記
）
と
、
一
度
は
や
め
よ
う
と
決
定
し
た
よ
う
な
の
で
す
。 

〈
強
行
派
が
決
行
に
走
り
、
建
川
を
宴
会
で
潰
す
〉 

と
こ
ろ
が
、「
一
度
立
て
た
計
画
を
反
古
に
す
る
の
は
し
の 

び
な
い
。
や
は
り
こ
こ
ま
で
来
た
ら
や
っ
て
し
ま
お
う
」
と
今 

田
新
太
郎
や
三
谷
清
ら
の
若
い
強
行
派
の
声
が
高
く
、
再
び 

「
や
る
か
」
と
い
う
空
気
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

も
っ
と
も
、
そ
の
時
に
は
今
田
ら
実
行
部
隊
は
、
二
八
日
の 

予
定
を
一
〇
日
間
早
め
て
今
晩
に
で
も
、
と
奉
天
郊
外
の
柳 

条
湖
付
近
で
爆
薬
を
仕
掛
け
る
な
ど
、
準
備
を
着
々
と
整
え 

て
い
た
こ
と
か
ら
、
建
川
が
ど
う
出
よ
う
が
や
る
つ
も
り
だ 

っ
た
の
で
す
。 
 

35 

板
垣
は
、
事
案
認
知
後
「
菊
文
」
を
飛
び
出
し
、
一
一
時 

過
ぎ
に
は
第
二
九
連
隊
長
と
独
立
守
備
歩
兵
第
二
大
隊
長 

を
呼
び
つ
け
「
張
学
良
軍
の
攻
撃
で
あ
る
。
奉
天
城
、
北
大 

営
を
攻
撃
せ
よ
」
と
断
固
と
し
て
命
令
を
下
し
ま
し
た
。（
中 

略
）
す
べ
て
は
独
断
で
あ
っ
て
大
元
帥
の
命
令
な
し
で
下
し 

た
の
で
す
か
ら
厳
格
に
い
え
ば
、「
統
帥
権
干
犯
」、
陸
軍
刑 

法
に
基
づ
け
ば
死
刑
で
す
。
こ
こ
に
満
州
事
変
が
は
じ
ま
り 

ま
す
。（「
昭
和
史
」
半
藤
一
利
著
、
平
凡
社
刊
よ
り
） 

〈
陸
軍
中
央
が
関
東
軍
の
全
面
出
動
を
是
認
〉 

東
京
・
三
宅
坂
の
陸
軍
中
央
に
は
、
一
九
日
午
前
一
時
過 

ぎ
、
奉
天
か
ら
「
暴
戻
な
る
支
那
軍
隊
」
が
満
鉄
線
を
「
破 

壊
」
し
、
日
中
の
部
隊
が
衝
突
し
た
、
と
の
第
一
報
が
届
い 

た
。
続
い
て
午
前
二
時
、
中
国
軍
が
満
鉄
線
を
「
爆
破
」
し
、 

目
下
交
戦
中
と
の
第
二
報
が
入
り
、
そ
の
後
も
入
電
は
続
い 

た
。 

 

午
前
七
時
、
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
合
同
の
省
部
首
脳
会
議 

が
開
か
れ
対
策
を
協
議
さ
れ
た
。 

 

出
席
者
は
、
陸
軍
省
か
ら
、
杉
山
元
陸
軍
次
官
、
小
磯
国 

昭
軍
務
局
長
、
参
謀
本
部
か
ら
、
二
宮
治
重
参
謀
次
長
、
梅 

津
美
治
郎
総
務
部
長
、
今
村
均
作
戦
課
長
（
建
川
美
次
作
戦 

部
長
代
理
）、
橋
本
欣
之
助
情
報
部
長
。
他
に
永
田
鉄
山
軍 

事
課
長
も
加
わ
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
会
議
で
、
小
磯
軍
務
局
長
が
「
関
東
軍
今
回
の
行
動 

は
全
部
至
当
の
事
な
り
」
と
発
言
。
一
同
異
議
な
く
、
閣
議 

に
兵
力
増
派
を
提
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て 

今
村
ら
作
戦
課
が
増
派
の
起
案
準
備
に
、
永
田
ら
軍
事
課
が 

そ
の
閣
議
の
提
出
案
の
準
備
に
か
か
っ
た
。 

 

満
州
で
の
事
件
内
容
を
調
査
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
即
座 

に
関
東
軍
の
全
面
出
動
を
是
認
し
、
し
か
も
増
派
ま
で
決
定 

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
素
早
さ
は
、
会
議
出
席
者
中
の
主
要 

な
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
れ
が
一
八
日
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、 

近
々
の
満
州
で
の
軍
事
行
動
を
予
測
し
て
い
た
こ
と
を
う 

か
が
わ
せ
る
。（「
昭
和
陸
軍
全
史
Ⅰ
」
川
田
稔
著
、
講
談
社 

現
代
よ
り
。） 

 

（
次
回
は
、
柳
条
湖
爆
破
事
件
を
巡
る
軍
と
政
府
の
対
応
に 

つ
い
て
記
述
す
る
予
定
で
す
。） 

        
 

         
 

 

と
に
か
く
黙
っ
て
や
る
わ
け
で
す
か
ら
「
あ
と
は
あ
な
た 

に
任
せ
る
よ
」
と
板
垣
に
言
い
置
い
て
、
石
原
は
す
ぐ
に
旅 

順
に
戻
り
、
本
庄
司
令
官
ら
の
説
明
に
備
え
ま
し
た
。 

そ
し
て
一
八
日
午
後
七
時
、
建
川
が
奉
天
駅
に
着
く
と
、 

板
垣
と
花
谷
が
迎
え
に
行
き
、
料
亭
「
菊
文
」
に
連
れ
て
行 

き
、
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
の
ご
と
く
ご
ま
か
し
た
と
い
う
説
が 

あ
り
ま
す
が
、
説
き
伏
せ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（「
昭 

和
史
」
半
藤
一
利
著
、
平
凡
社
刊
よ
り
） 

〈
柳
条
湖
爆
破
事
件
（
満
州
事
変
）
の
発
生
〉 

昭
和
六
年
九
月
一
八
日
午
後
一
〇
時
二
〇
分
頃
、
関
東
軍 

独
立
守
備
歩
兵
第
二
大
隊
の
川
島
正
第
三
中
隊
長
か
ら
指 

示
を
受
け
た
河
本
末
守
中
尉
は
、
奉
天
駅
の
北
方
約
八
キ
ロ 

の
柳
条
湖
で
、
南
満
州
鉄
道
の
線
路
を
爆
破
し
た
。
こ
の
爆 

破
は
、
き
わ
め
て
小
規
模
な
も
の
で
、
そ
の
直
後
に
満
鉄
の 

急
行
列
車
が
無
事
爆
破
地
点
を
通
過
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。 

（
以
上
、「
軍
国
日
本
の
興
亡
」
猪
口
正
道
著
、
中
公
新
書 

よ
り
。
写
真
①
は
、「
テ
ロ
と
陰
謀
の
昭
和
史
」
文
春
文
庫 

よ
り
。
写
真
右
下
の
人
影
は
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ 

た
中
国
人
の
遺
体
） 

  
 


